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誰もが訪れたく
なる複合施設を
目指して

◇
こ
れ
ま
で
の
経
過

　

平
成
23
年
４
月
５
日
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
た
、
村
が
方

針
と
し
て
ま
と
め
た
「（
仮
称
）

滝
沢
村
交
流
拠
点
複
合
施
設
の

役
割
と
方
向
性
」
に
つ
い
て
、

団
体
な
ど
へ
の
説
明
会
を
実
施

（
31
団
体
に
20
回
実
施
し
４
２
３

名
が
参
加
）
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
手
県
立
大
学
と
の

共
同
研
究
（
※
１
）
や
検
討
委

員
会
委
員
の
委
嘱
（
※
２
）、
コ

ン
サ
ル
ト
委
託
、
作
業
部
会
の

設
置
（
※
３
）
を
７
月
に
行
い

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

複
合
施
設
は
、
延
床
面
積
約

五
千
平
方
㍍
（
滝
沢
ふ
る
さ
と

交
流
館
の
２
倍
程
度
）
で
建
築

費
約
20
億
円
で
２
階
建
て
な
ど

の
低
層
、
平
成
27
年
度
中
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
１　

社
会
福
祉
学
部
福
祉
経

営
学
科
長
狩
野
徹
教
授
（
工
学

博
士
（
建
築
）
で
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
）
と
の

共
同
研
究

※
２　

検
討
委
員
会
メ
ン
バ
ー

（
岩
手
県
立
大
学
教
授
、
自
治
会

連
合
会
、
村
芸
術
文
化
協
会
、

村
社
会
福
祉
協
議
会
、
村
観
光

協
会
、
村
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
、
村
男
女
共
同
参
画
の
代
表
、

推
薦
・
公
募
枠
で
構
成
）

※
３　

作
業
部
会
メ
ン
バ
ー
（
岩

ず
、
既
存
施
設
や
村
有
施
設
以

外
も
う
ま
く
活
用
す
る
。

・
村
の
文
化
施
策
の
位
置
付
け

を
。
学
習
・
交
流
・
活
動
支
援

と
い
っ
た
目
的
で
は
、
全
て
に

恩
恵
を
と
い
っ
た
感
じ
で
、
も
っ

と
具
体
性
や
印
象
の
強
い
切
り

口
が
欲
し
い
。

◇
使
い
勝
手
の
い
い
施
設
を　

　

作
業
部
会
で
は
、
施
設
の
使

い
勝
手
に
つ
い
て
ほ
か
の
施
設

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
個
々

の
部
屋
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

・
多
用
途
に
使
い
や
す
い
部
屋
を

　

会
議
に
、絵
画
に
、昔
語
り
に
、

ヨ
ガ
に
と
活
動
は
多
岐
で
あ
り
、

目
的
別
の
部
屋
も
い
い
が
、
防

音
性
や
床
材
、
机
や
椅
子
の
移

動
し
や
す
さ
、
鏡
の
設
置
な
ど

は
共
通
の
項
目
と
し
た
い
。

・
関
心
を
呼
ぶ
施
設
を

　

活
動
が
見
え
る
部
屋
、
壁
の

な
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
活
動
の

輪
を
広
げ
る
。

・
既
存
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

　

調
理
室
は
、
一
つ
の
テ
ー
ブ

ル
に
シ
ン
ク
や
ガ
ス
台
が
付
い

て
い
る
の
が
本
当
に
使
い
や
す

い
の
か
。

・
若
者
や
子
育
て
世
代
が
来
や
す

い
よ
う
に

　

何
を
し
て
は
ダ
メ
、
汚
し
て

は
ダ
メ
で
は
来
に
く
く
な
っ
て

し
ま
う
。

　

ル
ー
ル
を
押
し
付
け
る
の
で

は
な
く
、
皆
が
融
通
し
合
う
施

設
を
。
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が

ら
親
が
語
り
合
え
る
こ
と
。

・
団
体
を
支
援
し
交
流
を
生
む

　

予
約
な
し
に
交
流
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
団
体
が
物
を

置
い
た
り
作
業
が
で
き
る
。

・
高
齢
者
に
や
さ
し
い
こ
と

　

ち
ょ
っ
と
休
む
ス
ペ
ー
ス
が

あ
っ
た
り
、
移
動
距
離
が
少
な

く
、
位
置
が
分
か
り
や
す
い
。

・
災
害
に
強
い
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
が
い
い
施
設

　

災
害
時
の
避
難
や
電
源
に
配

慮
し
、
広
場
で
消
防
訓
練
が
で

き
る
。

　

形
よ
り
使
い
や
す
さ
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
を
優
先
。

◇
使
い
や
す
い
ホ
ー
ル
を
検
討

　

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
の
意
見
や

要
望
は
「
せ
っ
か
く
作
る
の
だ

か
ら
収
容
人
数
を
多
く
す
べ
き
」

と
い
う
意
見
と
「
最
大
人
数
に

合
わ
せ
る
と
設
備
や
管
理
費
が

過
大
に
な
る
。
一
番
使
わ
れ
る

人
数
帯
に
合
わ
せ
る
べ
き
」
と

い
う
意
見
に
分
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
座
り
心
地
の
良
い
固

定
席
を
推
す
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
次
の

手
県
立
大
学
生
、
滝
沢
ふ
る
さ

と
交
流
館
職
員
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
睦
大
学
指
導
員
、
観

光
協
会
職
員
、
村
関
係
課
職
員

で
構
成
）

◇
設
計
の
た
め
の
条
件
を
整
理

　

現
在
行
っ
て
い
る
作
業
は
、

設
計
そ
の
も
の
で
は
な
く
ど
う

い
う
施
設
に
す
れ
ば
効
率
的
で

使
い
や
す
い
施
設
に
な
る
か
の

条
件
整
理
と
施
設
の
目
的
（
学

習
・
交
流
・
活
動
支
援
拠
点
な
ど
）

に
つ
い
て
の
議
論
で
す
。

　

こ
れ
は
、
設
計
と
条
件
整
理

を
分
け
た
方
が
一
般
に
起
き
が

ち
な
施
設
の
肥
大
化
を
防
げ
る

と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
◇
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言

　

村
の
案
や
団
体
説
明
会
な
ど

で
の
意
見
、
作
業
部
会
内
容
に

つ
い
て
検
討
委
員
会
で
議
論
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
出
た
意
見
の
方

向
性
は
次
の
通
り
で
す
。

・
若
者
も
来
た
く
な
る
施
設
で
、

利
用
率
が
高
い
施
設
に
。

・
規
模
は
最
大
の
行
事
に
合
わ
せ

る
の
で
は
な
く
、
一
番
使
う
層

に
と
っ
て
使
い
や
す
い
施
設
に
。

・
管
理
費
や
使
用
料
金
を
考
え
た

規
模
決
定
を
。

・
全
て
を
こ
の
施
設
で
と
は
考
え

（10）

　村は、福祉や保健、生涯学習、地域づ
くりなどの場として皆さんが気軽に訪れ
交流を深める「滝沢村交流拠点複合施設」
を整備するために、検討を重ねています。
　建設場所は、役場前の約４㌶を開発し
て行います。
■問い合わせ　
　住民協働課（内線 396・398）
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よ
う
な
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。

・
大
き
な
ホ
ー
ル
は
ほ
か
の
施
設

を
見
る
と
利
用
率
が
低
い
。（
利

用
料
金
が
高
い
、
集
客
力
の
あ

る
行
事
は
少
な
い
な
ど
の
理
由
）

・
村
総
合
公
園
体
育
館
で
行
っ
て

い
る
成
人
式
や
小
学
生
の
合
同

音
楽
会
な
ど
は
、
同
体
育
館
は

内
装
も
良
く
２
階
席
な
ど
も
あ

り
、
引
き
続
き
利
用
す
る
方
向

で
。

・
当
村
は
県
民
会
館
や
岩
手
県
立

大
学
な
ど
県
の
施
設
を
使
い
や

す
い
環
境
に
あ
る
。

・
滝
沢
ふ
る
さ
と
交
流
館
は
（
可

動
席
で
あ
る
こ
と
か
ら
）
フ
ロ

ア
利
用
が
で
き
る
た
め
、
固
定

席
の
ホ
ー
ル
に
比
較
し
利
用
率

が
２
～
３
倍
高
い
。

・
ふ
る
さ
と
交
流
館
（
３
５
０
席
）

で
も
一
杯
に
で
き
る
行
事
は
少

な
い
が
、
フ
ロ
ア
（
約
３
０
０

平
方
㍍
）
が
ダ
ン
ス
や
会
食
で

は
狭
い
こ
と
も
あ
り
、
ス
テ
ー

ジ
も
出
演
団
体
に
よ
っ
て
は
狭

い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
計
画
で

は
、
滝
沢
ふ
る
さ
と
交
流
館
以

上
の
フ
ロ
ア
面
積
（
５
０
０
席

程
度
）
を
確
保
し
た
い
。

　

滝
沢
ふ
る
さ
と
交
流
館
ホ
ー

ル
は
音
質
の
良
さ
が
プ
ロ
な
ど

に
評
価
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
収

容
数
や
フ
ロ
ア
が
使
い
や
す
い

と
の
声
も
多
く
、
複
合
施
設
と

の
可
動
席
２
ホ
ー
ル
体
制
は
強

み
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
各
室
の
概
要

　

各
室
の
考
え
方
は
次
の
通
り
。

〔
大
ホ
ー
ル
〕
ス
テ
ー
ジ
は
滝
沢

ふ
る
さ
と
交
流
館
よ
り
広
め
と

し
、
舞
台
装
置
な
ど
を
使
い
や

す
く
す
る
。

〔
図
書
館
〕
開
架
６
万
冊
（
現
在

の
倍
）
を
目
指
し
、
明
る
く
開

放
的
で
落
ち
着
い
て
読
め
る
よ

う
、
学
習
コ
ー
ナ
ー
、
児
童
図

書
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
充
実
す
る
。

〔
小
ホ
ー
ル
〕
健
診
や
軽
運
動
な

ど
に
も
対
応
。

〔
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
〕
子
ど
も
が
来

た
く
な
る
、
親
が
活
動
時
預
け

や
す
い
も
の
。

〔
大
会
議
室
・
会
議
室
〕
防
音
機

能
や
床
の
材
質
、
間
仕
切
り
な

ど
に
配
慮
。

〔
相
談
室
〕
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
て
相
談
で
き
る
。

〔
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
〕
予

約
な
し
で
使
え
、
機
材
や
ロ
ッ

カ
ー
を
活
用
で
き
る
。

〔
調
理
実
習
室
〕
機
能
的
で
使
い

や
す
く
食
事
も
で
き
、
行
事
や

災
害
時
も
使
い
や
す
い
。

〔
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
〕
団

体
の
悩
み
（
会
運
営
や
役
員
の

固
定
化
、
新
企
画
な
ど
）
相
談
、

会
員
同
士
の
交
流
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
、
人
材
教
育
、
会

運
営
、
広
報
な
ど
の
講
習
会
開

催
。

〔
和
室
〕
大
広
間
で
は
な
く
、
茶

道
に
も
配
慮
。

〔
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〕
気
軽
に
展
示
で

き
る
も
の
。
区
切
っ
た
り
も
で

き
る
。

〔
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
〕
障
が
い
者
授

産
施
設
と
の
連
携
な
ど
。

〔
交
流
ス
ペ
ー
ス
〕
気
軽
に
交
流

し
た
り
休
ん
だ
り
で
き
、
掲
示

板
と
共
に
イ
ベ
ン
ト
を
誘
発
す

る
仕
掛
け
を
作
る
。　

◇
ご
意
見
や
ご
要
望
を

　

検
討
し
て
い
る
内
容
を
３
月

に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
公
表

し
ま
す
。

　

ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
こ
ん
な
交
流
の
仕
掛

け
は
ど
う
？
」「
こ
ん
な
学
習
が

で
き
た
ら
お
も
し
ろ
い
」
と
い
っ

た
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
例
）
大
学
生
と
の
こ
ん
な
交
流
、

高
齢
者
と
幼
児
の
こ
ん
な
交
流
、

交
流
ス
ペ
ー
ス
の
こ
ん
な
使
い

方
な
ど
。

■
住
民
協
働
課

　
（
内
線
３
９
６
・
３
９
８
）

岩手県立大狩野教授の説明

作
業
部
会
で
検
討
し
ま
す

滝沢ふるさと交流館では狭い場合も

付
せ
ん
紙
に
意
見
を
書
き
ま
す


